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1. 研究背景と目的 

発光・発色機能を有する材料の 3次元造形と

制御光照射によって，光学的に立体像を表示可

能なボリュームディスプレイがいくつか提案

されている[1-3]．一方で，我々はフォトクロミ

ック材料（PM）において，発色と消色のため

の 2 種類の制御光の交差領域に対して，位置選

択的に色変化を誘導できることを見出した．先

行研究では，1種類の PMを用いた実験結果を

示し，この特性を利用したボリュームディスプ

レイ方式を提案した[4]． 

さらに我々は，吸収特性の異なる複数種類の

PM混合体に対して，制御光のスペクトルを制

御することで，位置選択性に加えて色選択性を

実現できることを発見した．この原理によって，

複数種類の PM を単に混ぜるだけの極めてシ

ンプルな構造で，フルカラーボリュームディス

プレイを実現可能である．本研究では，2種類

の PMの混合体ボリュームを構築し，実験的に

提案システムの原理を実証した． 

2. 実験と結果 

着色時にそれぞれ黄色と青色になる，2種類

の PM を透明樹脂中に混ぜ固形化させること

で，ボリュームを形成した．このボリュームは

紫外光によって茶系の色（黄色と青色が混ざっ

た色）に着色され，可視光（白）により透明に

戻る（図 1(a)）．このボリュームに対して，下

方向からは紫外光，左方向からはプロジェクタ

によって任意パターンの可視光を同時に照射

する（図 1(b)）．図 1(c)は同時照射後のボリュ

ームの様子を示す．この結果は，可視光のスペ

クトルによって着色させる PM の色を選択可

能であることを示している． 

 

図 1 色選択性の検証実験結果 

3. まとめ 

本研究では，多色の PMを均質に混ぜたボリ

ュームに対して，紫外光と可視光を別方向から

照射することにより，位置選択性に加えて色選

択的に PM を着色させられることを実験的に

示した．本研究は JSPS 科研費 15J07684，

25240015の助成を受けたものである． 
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